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小
野
町
に
あ
る
遠
藤
牧

場
の
遠
藤
正
一
さ
ん
は
、

２
年
連
続
４
回
目
の
最
優

秀
賞
並
び
に
県
知
事
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
遠
藤
さ
ん
は
妻
・
か
つ

子
さ
ん
と
二
人
で
酪
農
に

取
り
組
ん
で
お
り
、「
バ

ル
ク
（
搾
乳
し
た
生
乳

を
保
存
す
る
た
め
の
タ
ン

ク
）
か
ら
直
接
飲
ん
で
も

大
丈
夫
な
良
質
な
牛
乳
の

生
産
を
す
る
」
を
経
営
理

念
に
掲
げ
、
搾
乳
牛
30
頭

を
含
め
た
46
頭
を
飼
養
し

て
い
ま
す
。
お
二
人
が
飼

養
さ
れ
て
い
る
牛
の
乳
質

は
、
乳
脂
肪
率
3
．89
％
、

無
脂
固
形
分
率
8
．72
％
、

体
細
胞
数
７
万
╱
ml
、
細

菌
数
7
︐3
3
3
╱
ml
と
、

最
上
級
の
乳
成
分
と
乳
質

の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
数

値
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

ま
す
。

　
遠
藤
さ
ん
の
飼
養
す
る
牛
は
全

頭
自
家
産
で
す
。
外
部
導
入
し
た

の
は
酪
農
業
を
開
始
し
た
当
初
の

数
頭
の
み
で
、
導
入
費
用
の
削
減

と
、
血
統
か
ら
乳
量
や
牛
の
癖
の

予
測
が
可
能
で
す
。
環
境
の
変
化

等
に
よ
る
牛
へ
の
負
担
が
少
な
い

こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

　
ま
た
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て

お
り
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ス
な
搾
乳

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
搾
乳
前
に

は
必
ず
前
搾
り
を
実
施
し
、
検

乳
カ
ッ
プ
を
用
い
て
汁
中
に
凝

固
物
が
出
な
い
か
確
認
し
た
後
、

デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
剤
を
使
用
し
て
乳

頭
の
殺
菌
消
毒
を
行
い
、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
で
拭
い
て
搾
乳
を
開

始
し
ま
す
。
お
湯
で
濡
ら
し
た

タ
オ
ル
で
拭
く
の
が
一
般
的
で
す

が
、
遠
藤
さ
ん
は
牛
が
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
に
よ
る
乳
房
炎
に
な
っ
た

経
験
か
ら
、
タ
オ
ル
の
使
い
回
し

に
よ
る
感
染
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

た
め
使
い
捨
て
の
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

敷
料
に
は
消
石
灰
を
混
ぜ
た
乾
燥

し
た
オ
ガ
を
使
用
す
る
こ
と
で
オ

ガ
自
体
の
殺
菌
を
実
施
し
つ
つ
、

牛
床
を
常
に
乾
燥
し
た
状
態
に
保

つ
こ
と
で
、
敷
料
か
ら
の
細
菌
感

染
リ
ス
ク
を
徹
底
的
に
排
除
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
遠
藤
さ
ん
は
牛
の
状
態

や
１
頭
当
た
り
の
乳
量
、乳
成
分
、

体
細
胞
を
把
握
す
る
た
め
、
牛
群

検
定
を
活
用
し
て
お
り
、
乳
量
を

見
て
配
合
飼
料
の
量
を
決
め
て
い

ま
す
。
遠
藤
さ
ん
は
「
乳
質
を
保

つ
た
め
、
や
り
方
を
変
え
ず
継
続

し
て
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
乳
質

に
こ
だ
わ
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

乳
にゅう

質
し つ

環
か ん

境
きょう

改
か い

善
ぜ ん

コンクール

２
年
連
続
４
回
目

最
優
秀
賞
受
賞

遠え
ん

藤ど
う 

正し
ょ
う

一い
ち

さ
ん

ＪＡグループ福島酪農協議会とＪＡ全農福島が主催
する「乳質改善コンクール」。酪農家の乳質環境改
善に対する意識高揚と技術向上を図り、良質乳を
販売することにより、ＪＡグループ酪農生産基盤を
拡充、強化することを目的に開催されています。

様 な々工夫で
おいしい牛乳が
できるんだね

第 ２９ 回

牛は大変デリケートな動
物なので、衛生管理を徹
底し、日々乳質の改善と
向上に取り組んでいます。

参加者の様子

ＪＡグループ福島酪農家全体研修会

【最優秀賞】遠藤正一

遠藤牧場の遠藤正一さんと妻のかつ子さん

高品質で

おいしい

良質乳を

目指して

　ＪＡグループ福島酪農協議会とＪＡ全農福島は２月19日、郡山市の福
島県農業総合センターで、第29回ＪＡグループ乳質環境改善コンクール
の受賞者を表彰し、当ＪＡ管内の遠藤正一さんが最優秀賞を受賞しました。
　同コンクールには、県内５JAから 88 名が参加しました。審査委員
長で福島県農林水産部畜産課の本多巌課長は「衛生面の指標である
細菌数、体細胞数で成績が向上しており、日々の飼養管理の努力がう
かがえる」と評価しました。

�

ＪＡ福島さくら管内の受賞者（敬称略）

✿ 最優秀賞　遠藤�正一
✿ 優秀賞　　柏原�忠仁
✿ 優等賞　　㈱佐久間牧場
✿ 優良賞　　�長谷川�健一、新田�憲一、郡司�一良

乳質環境改善コンクール受賞者を表彰

ＪＡグループ福島
酪農家全体研修会
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貧困を
なく
そう

飢餓を
ゼロに

すべて
の人に
健康と
福祉を

質の
高い
教育を
みんなに

ジェン
ダー平等
を実現
しよう

安全な
水と
トイレを
世界中に

エネル
ギーをみん
なにそして
クリーンに

働き
がいも
経済
成長も

産業と
技術革新
の基盤を
つくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続
けられ
るまち
づくりを

つくる
責任
つかう
責任

気候変
動に具
体的な
対策を

海の
豊かさを
守ろう

陸の
豊かさも
守ろう

平和と
公正を
すべて
の人に

パートナー
シップで
目標を達
成しよう

トピックス  ✿  今月の活動 報告各エリアで開催されたイベントや地域の方との交流など、SDGsを含めたさまざまな話題をご紹介いたします。

当
Ｊ
Ａ
郡
山
地
区
と
こ
お
り

や
ま
食
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
は
、
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
米

「
A
S
A
K
A
M
A
I
8
8
7
」
の

種
も
み
の
温
湯
消
毒
に
使
用
す
る

磐
梯
熱
海
温
泉
水
の
水
汲
み
を
、

A
S
A
K
A
M
A
I
8
8
7
生
産

部
会
員
９
名
で
行
い
ま
し
た
。

同
米
は
特
別
栽
培
米
で
、
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
を
減
ら
し
作

付
す
る
こ
と
を
目
的
に
農
薬
を
使

用
し
な
い
温
湯
消
毒
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

同
部
会
で
は
2
0
2
0
年
か
ら

試
験
的
に
同
温
泉
水
を
使
用
し
、

一
般
的
な
温
湯
消
毒
よ
り
苗
の
根

張
り
や
病
気
に
も
強
く
な
る
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

汲
ん
だ
温
泉
水
は
60
℃
に
温
め
、

10
分
間
種
も
み
を
浸
し
、
温
湯
消

毒
し
ま
す
。

磐
梯
熱
海
温
泉
は
約
8
0
0
年

前
に
開
湯
し
た
と
さ
れ
、
泉
質
は

ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
、
無
色
透
明
、

無
味
無
臭
で
「
美
肌
の
湯
」
と
し

て
親
し
ま
れ
、
や
け
ど
や
外
傷
、

皮
膚
病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
名
湯

と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
部
会
の
古
川
弘
作
部
会
長
は

「
昨
年
は
猛
暑
に
よ
り
、
栽
培
基

準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
。
地
元
の
名

湯
磐
梯
熱
海
温

泉
を
使
い
、
安

全
安
心
で
お
い

し
い
最
高
級
米

を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

JA福島さくらの
とれたて情報サイト

「TORETATE」から
最新情報をcheck！

�

�

全域当
Ｊ
Ａ
は
、
郡
山
市
の
本
店
と
管
内
各
統
括
セ

ン
タ
ー
を
テ
レ
ビ
会
議
で
つ
な
ぎ
、
２
０
２
４
年

度
仕
事
始
め
式
を
行
い
ま
し
た
。
各
会
場
合
わ
せ

て
役
職
員
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
志
賀
組
合
長
が
「
頼
り
に
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
大
胆
な
組
織
改
革
、
経

営
改
革
、
そ
し
て
意
識
改
革
を
断
行
す
る
必
要
が

あ
る
。
働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
全
職
員
の

協
力
を
お
願
い
す
る
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度

仕
事
始
め
式

３/1

職員に呼びかける志賀組合長

永
年
勤
続
功
労
職
員
表
彰
お
よ

び
各
種
表
彰
、
支
店
広
報
誌
表
彰

の
表
彰
状
授
与
式
を
郡
山
市
の
本

店
で
行
い
、
受
賞
者
や
各
常
勤
役

員
、
部
長
、
支
店
長
、
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
長
ら
約
１
０
０
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

永
年
勤
続
功
労
職
員
表
彰
で

は
、
今
年
は
３
名
が
40
年
勤
続
、

17
名
が
30
年
勤
続
、
13
名
が
20
年

勤
続
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

志
賀
組
合
長
が
「
永
年
勤
続
さ

れ
て
い
る
皆
様
は
組
織
・
組
合
員
・

利
用
者
・
後
輩
職
員
の
貴
重
な
財

産
で
あ
り
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
」

と
受
賞
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
賞

状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
受
賞
者
代

表
と
し
て
、
経
済
部
の
熊
田
光
宏

部
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

各
種
表
彰
で
は
、
2
０
２
３
年

度
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
実
践
北
海
道
・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
福
島
県
予
選

会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
中
部

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
渡
辺
友
理
係

長
、第
13
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
福
島
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会
窓
口
担
当
部

門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
日
和

田
支
店
の
佐
藤
莉
穂
職
員
、
第
14

回
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
船
引
支
店
の
末
永
あ
か

り
職
員
、
第
13
回
Ｊ
Ａ
福
島
農
産

物
鑑
定
大
会
第
１
位
の
た
む
ら
統

括
セ
ン
タ
ー
営
農
課
の
沼
田
幸
一

職
員
の
４
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
支

店
広
報
誌
の
審

査
で
表
彰
さ
れ

た
３
支
店
、
３

営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
に
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

全域

永
年
勤
続
功
労
職
員
や

活
躍
し
た
職
員
を
表
彰

３/11

賞状を受け取る熊田部長（右）と志賀組合長（左）

JA福島さくらの
とれたて情報サイト

「TORETATE」から
最新情報をcheck！

全域当
Ｊ
Ａ
令
和
会
は
、
郡
山
市
の
磐
梯
熱
海
温
泉

ホ
テ
ル
華
の
湯
で
２
０
２
３
年
度
総
会
を
開
き
、

同
会
員
、
当
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
25
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

令
和
会
は
当
Ｊ
Ａ
の
旧
役
員
で
組
織
し
て
お
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
１
月
、
当

Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｂ
会
設
立
総
会
に
て
設
立
し
、
今
回
が
設

立
後
初
め
て
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

橋
本
剛
一
会
長
は
「
令
和
会
の
充
実
は
Ｊ
Ａ
に

と
っ
て
も
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
皆
様
の
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
、
良
い
総
会
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
な
ら
び

に
収
支
決
算
報
告
、
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
案

な
ら
び
に
収
支
予
算
案
の
設
定
に
つ
い
て
の
２
議

案
を
提
出
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

同
会
は
今
後
、
情
報
交
換
会
の
開
催
や
当
Ｊ
Ａ

の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら

令
和
会
総
会

初
開
催

３/13

あいさつする橋本会長

�

�

直売所郡
山
市
の
当
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
施
設
「
あ
ぐ
り

あ
」
は
、
開
店
３
周
年
を
記
念
し
て
「
あ
ぐ
り
あ

３
周
年
祭
」
を
開
き
、
５
︐０
５
１
名
が
来
場
し
、

１
︐３
８
８
万
円
の
売
り
上
げ
を
記
録
し
ま
し
た
。

周
年
祭
で
は
、
地
元
の
新
鮮
農
産
物
や
福
島
県

産
ブ
ラ
ン
ド
肉
、
鮮
魚
の
特
売
の
ほ
か
、
地
元
農

家
の
い
ち
ご
を
豊
富
に
取
り
揃
え
た
い
ち
ご
ま
つ

り
や
味
噌
す
く
い
、
野
菜
の
詰
め
放
題
な
ど
農
産

物
直
売
施
設
な
ら
で
は
の
企
画
を
催
し
、
多
く
の

来
場
客
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
駅
弁
ま
つ

り
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
そ
の
他
、

３
︐０
０
０
円
以
上
買
い
物
を
し
た
来
場
客
を
対

象
に
、
あ
さ
か
舞
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
30
kg
）
や
豪
華

賞
品
が
当
た
る
「
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
」
を
行
い
来

場
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
市
の
当

Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
「
旬
の
庭
」
が
協
賛
セ
ー
ル

を
行
い
周
年
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

あ
ぐ
り
あ
の
遠
藤
基
州
店
長
は
「
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
３
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
新
鮮
な
農
産
物

の
販
売
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
行
っ

て
い
く
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を

お
願
い
し
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。 あ

ぐ
り
あ

３
周
年
祭
開
催

大
盛
況
の
２
日
間

３/16

野菜詰め放題に挑戦する来場客

郡山郡
山
統
括
セ
ン
タ
ー
は
、
大
槻
町
と
三
穂
田
町

で
イ
チ
ジ
ク
現
地
指
導
会
を
開
き
、
郡
山
地
区
い

ち
じ
く
生
産
部
会
の
部
会
員
、
県
中
農
林
事
務
所
、

当
Ｊ
Ａ
職
員
ら
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。　

同
部
会
は
現
在
、
部
会
員
43
名
、
作
付
面
積
約

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、「
ホ
ワ
イ
ト
ゼ
ノ
ア
」

を
中
心
に
加
工
用
イ
チ
ジ
ク
を
栽
培
管
理
し
て
い

ま
す
。

指
導
会
で
は
、
大
槻
町
の
荒
川
正
和
さ
ん
と
三

穂
田
町
の
宗
形
義
久
さ
ん
の
ほ
場
を
訪
れ
、
今
後

の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。　
　

県
中
農
林
事
務
所
職
員
が
成
木
の
目
標
樹
形
、

幼
木
・
若
木
の
整
枝
・
剪
定
、
施
肥
、
土
壌
管
理

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
イ

チ
ジ
ク
の
主
枝
候
補
枝
の
切
り
戻
し
剪
定
を
指
導

し
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
会
員
か
ら
は
、
４
月
以
降
の
霜
の

被
害
や
今
後
の
芯
止
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。

力
丸
祐
一
同
部
会
長

は
「
早
い
人
は
今
年
か

ら
出
荷
が
始
ま
る
。
卸

売
業
者
か
ら
取
り
扱
い

の
声
も
か
か
っ
て
い
る

の
で
、
良
い
も
の
を
作

り
販
売
に
つ
な
げ
よ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。 イ

チ
ジ
ク
の

生
育
期
に
向
け

現
地
指
導
会

３/14

郡山

A
S
A
K
A
M
A
I
８
８
７

温
泉
で
種
も
み
温
湯
消
毒

３/25

湯を汲む部会員ら

指導する県中農林事務所職員（左）
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貧困を
なく
そう

飢餓を
ゼロに

すべて
の人に
健康と
福祉を

質の
高い
教育を
みんなに

ジェン
ダー平等
を実現
しよう

安全な
水と
トイレを
世界中に

エネル
ギーをみん
なにそして
クリーンに

働き
がいも
経済
成長も

産業と
技術革新
の基盤を
つくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続
けられ
るまち
づくりを

つくる
責任
つかう
責任

気候変
動に具
体的な
対策を

海の
豊かさを
守ろう

陸の
豊かさも
守ろう

平和と
公正を
すべて
の人に

パートナー
シップで
目標を達
成しよう

トピックス  ✿  今月の活動 報告各エリアで開催されたイベントや地域の方との交流など、SDGsを含めたさまざまな話題をご紹介いたします。

�

た
む
ら
地
区
女
性
部
は
、
た
む

ら
統
括
セ
ン
タ
ー
に
て
第
９
回
通

常
総
会
を
開
き
、
女
性
部
員
や
当

Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
53
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

総
会
で
は
２
０
２
３
年
度
の
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
、

２
０
２
４
年
度
の
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
の
設
定
な
ど
全
３
議

案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

同
女
性
部
は
、
女
性
部
長
会

議
の
ほ
か
、
女
性
大
学
や
「
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」「
花
育
活
動
」
な

ど
、
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
今

後
も
組
織
活
動
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
２
０
２
１
年
～
２
０
２
２�

年
度
に
役
員
を
務
め
た
泉
田
ひ
ろ

み
さ
ん
（
大
越
総
支
部
）、
荒
井

花
江
さ
ん
（
小
野
総
支
部
）、
吉
田

悦
子
さ
ん
（
常
葉
総
支
部
）
へ
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

橋
本
洋
子
部
長
は
、「
地
域
活

動
を
通
し
て
部
員
み
ん
な
で
結
束

を
固
め
て
女
性
部
の
活
動
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

たむら

総会の様子

JA福島さくらの
とれたて情報サイト

「TORETATE」から
最新情報をcheck！

た
む
ら
地
区
女
性
部

通
常
総
会
開
催

３/23

営農

�

営農当
J
A
と
郡
山
市
役
所
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
郡
山

市
産
の
梨
を
販
売
し
て
い
る
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
と

連
携
し
た
輸
出
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

現
地
で
同
市
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、同
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ「
あ
さ
か
舞
」

を
使
用
し
た
パ
ッ
ク
ご
は
ん
を
出
品
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
営
農
部
の
新
田
耕
弘
販
売
流
通
課
長
と

吉
成
浩
一
直
販
課
長
は
14
日
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

先
駆
け
て
現
地
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
視
察
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
管
内
で
生
産
し
て
い
る
梨
の
ベ

ト
ナ
ム
輸
出
を
2
0
1
7
年
よ
り
海
外
販
路
拡
大

や
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
人
は
販
売
市
場
の
視
察
、
打
合
せ
を
行
っ
た

ほ
か
、
日
本
産
青
果
物
の
販
路
拡
大
に
取
り
組
む

J
E
T
R
O
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

今
回
の
訪

問
を
通
じ
て

見
つ
け
た
課

題
を
今
後
の

輸
出
に
生
か

し
、
当
Ｊ
Ａ

管
内
産
梨
の

更
な
る
発
展

を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で

輸
出
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
実
施

３/15〜17

プロモーションの様子

�

いわき当
Ｊ
Ａ
、
J
A
全
農
福
島
、
Ｊ
Ａ
全
農
東
京
は

京
浜
市
場
東
京
新
宿
ベ
ジ
フ
ル
㈱
を
訪
れ
、
い
わ

き
小
名
浜
菜
園
産
ミ
ニ
ト
マ
ト
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
今
年
３
月
よ
り
、「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」

を
含
む
い
わ
き
市
と
楢
葉
町
の
ト
マ
ト
３
種
類
を

「
春
ト
マ
ト
う
ら
ら
～
ｕ
ｌ
ａ
ｌ
ａ
～
」
と
名
付
け

販
売
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
同
市
場
と
の
取

引
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
職
員
は
市
場
関
係
者
へ
向
け
、「
ぜ
ひ
良

い
取
引
を
行
い
、『
い
わ
き
ト
マ
ト
』
の
産
地
名
声

を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
市
場
関
係
者
か

ら
は
「
品
質
の
良
い
も
の
を
シ
ー
ズ
ン
通
し
て
出

荷
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ト
マ
ト
」
の
セ
リ
の

様
子
や
販
売

さ
れ
て
い
る
東

京
都
内
の
量

販
店
を
視
察

し
ま
し
た
。

今
後
は
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
な

ど
を
行
い
、
い

わ
き
市
産
ト

マ
ト
の
P
R

を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

東
京
新
宿
ベ
ジ

フ
ル
へ
い
わ
き

ト
マ
ト
を
Ｐ
Ｒ

3/11〜12

サンシャイントマトのセリの様子

ふたば当
Ｊ
Ａ
ふ
た
ば
南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は
、

ふ
た
ば
統
括
セ
ン
タ
ー
で
稲
作
振
興
セ
ミ
ナ
ー
を

開
き
、
ふ
た
ば
地
区
稲
作
生
産
部
会
、
Ｊ
Ａ
全
農

福
島
、
当
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関
か
ら
約
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
の
三
浦
吉
則
氏
が
「
土
づ
く
り
な
ど
に
よ

る
高
温
登
熟
対
策
や
食
味
向
上
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
、
現
在
の
農
産
物
検
査
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
2
0
0
4
年
以
来
過
去
最
低

と
な
っ
た
2
0
2
3
年
産
米
の
一
等
比
率
に
つ
い

て
、
高
温
障
害
に
よ
る
影
響
を
説
明
し
、
健
全
な

水
稲
育
成
の
た
め
の
土
づ
く
り
を
推
奨
し
ま
し
た
。

ま
た
、
㈱
む
ら
せ
の
人
見
洋
介
氏
が
「
米
を
め

ぐ
る
状
況
と
今
求
め
ら
れ
て
い
る
米
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
ふ
た
ば
地
区
管
内
で
作

付
け
の
多
い
「
天
の
つ
ぶ
」
に
つ
い
て
、
卸
業
者

か
ら
販
売
面
の
現
状
や
今
後
の
展
望
を
聞
き
取
り
、

生
産
者
の
栽
培
意

欲
向
上
に
努
め
た

い
と
話
し
ま
し
た
。

今
後
も
同
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
は
、

農
産
物
の
品
質
向

上
に
向
け
て
研
修

会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

米
の
品
質
向
上

を
目
指
し
て

セ
ミ
ナ
ー
開
催

３/７

セミナーの様子

�

防
霜
対
策
本
部
設
置
と
農
作

業
事
故
防
止
運
動
取
組
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
郡
山
市
の
本
店
で
行
い
、

役
職
員
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。　

防
霜
対
策
本
部
は
県
防
霜
対
策

本
部
及
び
各
関
係
機
関
、
生
産
部

会
等
と
連
携
を
密
に
し
、
農
産
物

の
凍
霜
害
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、

５
月
31
日
ま
で
設
置
し
ま
す
。

同
本
部
の
体
制
は
、
本
部
長
に

志
賀
組
合
長
、
副
本
部
長
に
蒲
生

幸
夫
専
務
が
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
各
統
括
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
も
同
日
、
防
霜
対
策
統
括
セ

ン
タ
ー
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

霜
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
際
に
は

い
ち
早
く
組
合
員
へ
周
知
し
、
被

害
が
出
た
際
に
は
被
害
状
況
を
本

部
へ
集
積
し
、
そ
の
対
策
に
あ
た

り
ま
す
。

農
作
業
事
故
防
止
運
動
は
、
農

作
業
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
通
年
で
取

り
組
み
、
農
作
業
安
全
重
点
推
進

期
間
と
し
て
４
～
５
月
の
春
季
期

間
と
、
９
～
10
月
の
秋
季
期
間
に

行
い
ま
す
。

志
賀
本
部
長
は
「
農
産
物
を
凍

霜
害
か
ら
守
り
、
被
害
が
出
た
際

に
は
適
切
な
対
応
を
し
て
農
家
所

得
の
確
保
を
図
る
こ
と
、
管
内
の

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
関
係
機

関
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

JA福島さくらの
とれたて情報サイト

「TORETATE」から
最新情報をcheck！

凍
霜
害
防
ぐ
対
策
徹
底
を

農
作
業
事
故
防
止
運
動
も

３/25

（左から）山田賢一常務、蒲生専務、志賀組合長、栁沼智専務、高野順復興専任理事

ふたば葛
尾
村
で
食
品
加
工
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
の
お
ふ
く
ろ
フ
ー
ズ
」
が
作
っ
た
凍
み
餅

の
販
売
を
当
Ｊ
Ａ
の
各
直
売
所
で
開
始
し
ま
し
た
。

凍
み
餅
は
、
も
ち
米
と
う
る
ち
粉
に
ご
ん
ぼ
っ

ぱ（
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
）と
ヨ
モ
ギ
を
混
ぜ
て
つ
き
上
げ
、

均
等
な
厚
さ
に
切
り
水
に
浸
し
て
凍
ら
せ
た
も
の
。

屋
内
で
40
日
ほ
ど
つ
る
し
て
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
う
ま
味
が
凝
縮
し
ま
す
。

同
社
で
は
現
在
４
名
で
生
産
加
工
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
の
協
力
も
あ
っ
て
今
年
は
９
︐５
０
０
連

を
生
産
し
、
震
災
以
前
の
ピ
ー
ク
時
の
８
︐８
０
０

連
を
７
０
０
連
上
回
り
ま
し
た
。

製
造
を
行
う
社
員
は
、「
今
シ
ー
ズ
ン
は
暖
冬

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
出
来
が
心
配
さ
れ
た
が
、
例

年
通
り
上
々
の
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。
少
し

ず
つ
認
知
も
さ
れ

て
き
た
こ
と
か
ら

生
産
量
を
震
災
前

や
昨
年
を
超
え
る

こ
と
が
出
来
て
う

れ
し
く
思
う
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
に
食
べ

て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

葛
尾
村
伝
統
食

凍
み
餅
の
販
売

始
ま
る

３/22

凍み餅をＰＲする社員
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い
わ
き
地
区
で
は
、
温
暖
で

日
照
時
間
が
長
い
気
候
を
活
か

し
た
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト

と
い
え
ば
夏
野
菜
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
で
す
が
、
い
わ
き
市
の
ハ

ウ
ス
栽
培
ト
マ
ト
は
10
月
か
ら
翌

年
７
月
に
か
け
て
栽
培
・
出
荷
さ

れ
、
特
に
寒
い
冬
を
越
え
た
３
月

～
５
月
頃
は
、
糖
度
も
上
が
り

実
も
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
美
味
し

い
ト
マ
ト
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
は
、
い
わ

き
市
と
楢
葉
町
の
一
部
で
３
月
～

５
月
に
出
荷
さ
れ
る
冬
春
ト
マ

ト
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ト
マ
ト
」「
親

バ
カ
ト
マ
ト
」「
小
名
浜
菜
園
ミ

ニ
ト
マ
ト
（
フ
ラ
ガ
ー
ル
）」
の

３
種
類
を
「
春
ト
マ
ト
『
う
ら
ら

～
u
l
a
l
a
～
』」
と
名
付
け
、

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
い
わ
き
市
と
楢
葉
町

の
冬
春
ト
マ
ト
が
東
北
地
方
で

初
の
野
菜
指
定
産
地
に
選
ば
れ

た
こ
と
を
受
け
、
当
Ｊ
Ａ
は
い
わ

き
市
と
連
携
し
て
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
う
ら
ら
～
u
l
a
l
a
～
」

は
「
春
う
ら
ら
」
な
ど
春
の
様

子
を
表
す
季
語
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ

語
で
赤
を
意
味
す
る
「
ウ
ラ
ウ
ラ

（
u
l
a
u
l
a
）」
か
ら
フ
ラ
シ

テ
ィ
い
わ
き
と
し
て
ハ
ワ
イ
の
要

素
を
盛
り
込
ん
だ
名
称
と
な
り

ま
し
た
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
も
、
フ

ラ
ガ
ー
ル
の
シ
ル
エ
ッ
ト
や
当
Ｊ

Ａ
も
使
用
し
て
い
る
桜
マ
ー
ク
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
５
月
ま

で
の
季
節
限
定
と
し
て
「
う
ら

ら
～
u
l
a
l
a
～
」
の
ス
テ
ッ

カ
ー
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
い
わ
き
市

内
の
ス
ー
パ
ー
等
で
販
売
し
、
そ

れ
に
併
せ
て
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
18
日
に
は
、
志
賀
組
合

長
、
い
わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ト
マ

ト
出
荷
協
議
会
の
石
橋
洋
典
会

長
、
㈱
平
果
の
志
賀
一
義
常
務
取

締
役
蔬
菜
営
業
本
部
長
が
い
わ

き
市
の
内
田
広
之
市
長
を
訪
ね
、

「
う
ら
ら
～
ｕ
ｌ
ａ
ｌ
ａ
～
」
の

販
売
を
開
始
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
前
か
ら
ト

マ
ト
の
栽
培
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
原
発
事
故
に
よ
る
風

評
被
害
等
で
農
家
に
と
っ
て

は
厳
し
い
状
況
に
な
り
、
そ

の
後
も
度
重
な
る
自
然
災
害

に
も
見
舞
わ
れ
、
い
わ
き
市

や
楢
葉
町
の
生
産
者
は
そ
れ

ぞ
れ
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
震
災
前
か
ら
い

わ
き
市
や
楢
葉
町
で
ト
マ
ト

を
生
産
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー

の
ほ
と
ん
ど
が
現
在
も
残

り
、さ
ら
に
新
た
な
メ
ン
バ
ー

も
増
え
て
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ

り
、
冬
春
ト
マ
ト
の
野
菜
指

定
産
地
認
証
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

指
定
産
地
に
つ
い
て
は
、

産
地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き

る
こ
と
、
全
国
規
模
で
の
価

格
保
障
が
さ
れ
る
こ
と
で
経

営
の
安
定
化
に
繋
が
る
こ

と
、
そ
し
て
生
産
者
同
士
の

交
流
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
良
か
っ
た
こ
と
で

す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲
間

と
情
報
を
共
有
で
き
る
こ
と

は
と
て
も
心
強
い
で
す
。
指

定
産
地
認
証
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
ス
タ
ー
ト
だ
と
考
え
、

こ
れ
か
ら
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
「
う
ら

ら
～
ｕ
ｌ
ａ
ｌ
ａ
～
」
に
つ

い
て
は
、ス
ー
パ
ー
等
で
「
う

ら
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

消
費
者
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
リ
ピ
ー
タ
ー
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
ず
は
地

元
で
売
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
し
、
将
来
的
に
は
全
国
各

地
か
ら
『
ほ
し
い
』
と
求
め

ら
れ
る
産
地
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
燃
料
や
資
材
の
値

段
は
上
が
っ
て
い
ま
す
が
ト

マ
ト
の
価
格
は
下
落
し
、
生

産
が
難
し
い
状
況
で
す
。
個

人
で
は
な
か
な
か
難
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
品
種
や

会
社
の
垣
根
を
越
え
て
、
ト

マ
ト
生
産
者
が
１
つ
の
チ
ー

ム
と
な
っ
て
「
う
ら
ら
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
盛
り
上

げ
、
い
わ
き
市
、
楢
葉
町
だ

け
で
は
な
く
県
全
体
で
ト
マ

ト
の
生
産
地
を
確
立
し
て
い

き
た
い
で
す
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ト
マ
ト
出
荷
協
議
会
会
長

石
橋 

洋
典 

さ
ん

ハウス
内の様子

たく
さん実りました！

いわきの 春
は る

トマト

「うらら〜 ulala 〜」
“
麗う

ら
ら

か
な
春
”の
到
来
を
告
げ
る
、

い
わ
き
自
慢
の
春
ト
マ
ト
。

2 02 4 年春 (3〜5月 ) 期 間限 定パッケージ

春トマト「うらら〜ｕｌａｌａ〜」いわき市長表敬訪問

ブ
ラ
ン
ド
春
ト
マ
ト

「
う
ら
ら
」
の
詳
細
は

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
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双
葉
郡
川
内
村
の
株
式
会
社
緑み

ど

里り

で
技

術
員
と
し
て
稲
作
を
担
当
し
て
い
る
遠
藤

圭
悟
さ
ん
は
、
農
業
を
し
て
い
た
祖
父
が

体
調
を
崩
し
、
農
家
を
続
け
る
か
家
族
で

話
し
合
っ
た
際
、
農
地
を
荒
ら
し
た
く
な

い
と
い
う
祖
母
の
気
持
ち
を
聞
い
て
、
農

業
に
携
わ
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
短

期
大
学
で
農
業
を
学
び
、
２
０
２
１
年
同

社
に
入
社
し
ま
し
た
。
遠
藤
さ
ん
は
自
宅

の
水
稲
作
業
を
同
社
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

栽
培
す
る
農
作
物
に
つ
い
て

　

同
社
に
入
社
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
、

農
作
物
や
農
機
に
つ
い
て
学
べ
て
知
識
が

身
に
付
く
こ
と
だ
と
話
し
ま
す
。
音
楽
を

聴
い
た
り
、
プ
ラ
モ
デ
ル
を
作
る
の
が
趣

味
の
遠
藤
さ
ん
は
、
自
分
の
担
当
業
務
の

中
で
は
田
植
え
や
収
穫
作
業
が
好
き
で
、

機
械
の
操
作
が
楽
し
い
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

一
方
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、
家
で
手

伝
っ
て
い
た
と
き
と
勝
手
が
違
う
こ
と
で

す
。
水
の
管
理
や
除
草
な
ど
、
近
隣
の
ほ

場
や
住
宅
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
考
え

な
が
ら
作
業
す
る
の
が
個
人
で
や
る
と
き

と
異
な
り
、
難
し
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、

朝
と
夕
方
に
水
管
理
し
ま
す
が
、
管
理
す

る
ほ
場
が
多
く
、
全
ほ
場
を
回
る
の
に
半

日
ほ
ど
か
か
る
た
め
、
水
不
足
に
気
付
く

の
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
路
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
ほ
場
で
は
水
の
流
れ
が
悪
く
、

う
ま
く
水
が
入
ら
な
い
こ
と
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
米
と
エ
ゴ
マ
の
J
G
A
P
認
証

を
受
け
て
お
り
、
認
証
機
関
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
徹
底
し
て

作
業
し
て
い
ま
す
。
同
社
で
は
、
G
A
P

に
対
応
す
る
よ
う
に
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム

「
K
S
A
S
」
を
導
入
し
て
、
ほ
場
を
管
理

し
て
い
ま
す
。
電
子
地
図
を
利
用
し
て
、

住
所
・
面
積
・
所
有
者
情
報
な
ど
を
一
元

管
理
し
、
作
業
し
て
い
る
場
所
の
把
握
が

可
能
で
す
。

　

ま
た
、カ
メ
ム
シ
の
防
除
や
除
草
に
ド
ロ
ー

ン
を
使
用
し
て
お
り
、
１
週
間
以
上
か
か
っ

て
た
作
業
が
３
〜
４
日
ま
で
短
縮
で
き
て

い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

　

遠
藤
さ
ん
は
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、

「『
K
S
A
S
』
を
用
い
て
品
質
や
収
量
の

把
握
に
努
め
、
分
析
し
な
が
ら
適
期
作
業

を
行
い
反
収
を
上
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
社
で
栽
培
し
た
米
や
加
工
し
た
エ
ゴ

マ
油
、
凍
み
も
ち
は
、
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
や

双
葉
郡
内
の
道
の
駅
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ふくしまの未来に向け
て

● 

水
稲 �

 

32 

ha

● 

え
ご
ま �

 

8.6 

ha

● 

ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト �

 

１
ha

● 

秋
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー �

 

50
a

● 

ホ
ウ
レ
ン
草 �

 

２
a

緑
みど

里
り

で栽培
している農産物

● 

水
稲
（
ふ
く
ひ
び
き
）

　

  �
 

1
．26 

ha

遠藤さんが委託
している農産物

株式会社 緑
みど

里
り

遠
えん

藤
どう

 圭
けい

悟
ご

さん（右）

　　　　　　　　　

川内支店管内

消毒した種籾をネットに移す様子

種籾消毒の様子

同社農業総括稲作担当の柳田光広さん（左）
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農産物栽培に役立つアドバイス情報を
JA職員がお届けします！ アグリ塾

�

定植から２〜３年で収穫ができ、５月から９月まで収穫されています。
アスパラは親株から立茎するので収穫後の管理が大事になります。ハウ
ス栽培では収穫後10月から12月まで休眠期に入り、１月から２月の間を
目安に刈り取りをします。また、露地栽培では収穫後、黄化が終了次第、
株元を刈り取ります。その後、バーナーで株元を焼き、滅菌処理をします。

近年、春から夏にかけて温暖になります。高温に強い作物ですが、ハ
ウス栽培では日中に天窓、サイドを開口して換気をしたり、遮光材な
どを活用しましょう。ハウス、露地にかかわらず日中30℃以上になる
ような日には朝・夕と潅水を２回に分けて行いましょう。

いわき地区
小川営農経済センター
園部 祐希

いわき地区

アスパラガス
栽培するうえでの注意点

TO
RETATE

ワン
ポイント

❶ 緑化期（苗が緑色を帯びるまで）の管理（播種後２〜５日）
●�潅水は過湿にならないよう控えめに。
●�１葉期までは強い光に当てないよう注意（白化苗防止）。
●��ハウス内温度は昼間：20〜25℃、夜間：15℃。低温時は二重
被覆や夕方早めにハウスを閉める対応で、保温に努める（高温
による苗焼け、低温によるムレ苗防止）。

❷ 硬化期（1.5葉期以降）の管理（播種後6〜17日）
●��潅水は１日１回朝にたっぷりと行う。土が乾く場合は昼頃に追
加潅水（14時頃まで）。

●��十分陽の光に当て徐々に自然環境にならす。
●��ハウス内温度は昼間：20℃、夜間：10〜15℃（２葉期頃は離
乳期となり、環境の変化に弱い時期なので注意）。

健苗育成には温度管理と水管理が重要です。温度管理の目安は昼間20〜25℃（28℃以下）、
夜間は10℃以上を保つようにし、ハウス内に入った時、むっと暑さを感じた
ら換気するようにしましょう。水管理については緑化期は少なめに、硬化期
は葉がまかない程度にして過潅水に注意しましょう。温度管理については、
温度計を苗と同じ高さに設置しましょう（被覆中は被覆の中に設置）。ハウ
スの換気は早めにし、遅くても朝7時頃にはハウスを開けるようにしましょう。

ふたば地区
ふたば南部営農経済センター
矢吹 智伯

ふたば地区

水稲（ハウス管理について）

栽培するうえでの注意点

TO
RETATE

ワン
ポイント

�

発芽できる温度は５〜35℃と幅広く、低温でも比較的発芽
しやすいです。発芽適温の20〜25℃では播種後２〜３日で
発芽しますが、低温だとこの２〜３倍の発芽日数となります。
播種をするうえでは、バラまきをするよりは条まきで１㎝ぐら
いの深さのまき溝を切って種を１㎝間隔ぐらいにまく方が、間引き時に作業しやすくなり
ます。覆土後、板などでよく鎮圧して、土壌水分が逃げないようにします。播種後は、
乾燥や強い雨などを防ぐために、ベタがけ資材などを利用するとよいでしょう。
肥料は10㎡当たり成分量で窒素150〜200g、リン酸、カリはそれぞれ100〜150g程度
とします。肥料不足のときは本葉２〜３枚期に速効性肥料（液肥）を追肥、潅水し、
旺盛に育てます。多湿になると軟弱徒長しやすく、病害も発生しやすいので、原則とし
て潅水は本葉３〜４枚（草丈約10㎝）までとします。生育後半は土壌を乾き気味に保ち、
病害や軟弱徒長を防ぐようにします。

生育期間が短いので、薬剤を散布する場合は予防的に本葉2〜3枚までにしま
しょう。萎黄病は土壌病害ですので、発生した畑では連作は避けましょう。
なお、収穫では小松菜は間引きした株のように小さくても食べられますので、
家庭菜園では適期収穫にこだわりすぎないようにしましょう。詳しくはお近く
のJAまでお問い合わせください。

郡山地区
田村営農経済センター
佐藤 宗輔

郡山地区

小松菜
栽培するうえでの注意点

TO
RETATE

ワン
ポイント

比較的簡単に栽培でき、春一番に行うじゃがいもの植付けについて紹介します。
 〈病害虫〉 

【疫病】�低温で多湿な時や多肥で軟弱に育った場合にも発生が多くなります。
【そうか病】
●��じゃがいもで代表的な病気であり、いも表面にかさぶたのような病斑が出来る。
●��連作を避け、未熟な堆肥を使用しないこととアルカリ性資材を控えると病
気を防ぐことが出来ます。

【テントウムシダマシ】 
●��幼虫も成虫も葉をひどく食害することから、早めに殺虫剤で防除します。

冷涼な気候を好むため、晩霜害の恐れが無い限り、春先早めに定植した方が良いでしょう。
●��種イモは植え付けの２〜３週間前に浴光催芽により芽出しを行うと発芽揃いも良く、その後の生育
も良くなります。

●��植付後、芽が出てきたら大きめの芽を２〜３本程度残して「芽かき」を行い、「土
寄せ」を行うことで、イモの肥大や歩留まりを高めることができます。

　�※��黒マルチを使用する場合は土寄せが出来ないため、植付時の覆土を厚めにして高うねとします。

●��JAではじゃがいもの専用土壌改良剤を取り扱っております。

たむら地区
たむら統括センター営農課
松崎 利一

たむら地区

じゃがいも
栽培するうえでの注意点

TO
RETATE

ワン
ポイント

小松菜はカロテン、ビタミンCや
鉄分およびカルシウムなどを多く
含む、大変優れた栄養野菜です。
アクが少なくて食べやすく、おひ
たし、漬 物、和え物、炒め物、
汁の実など幅広い料理に使えます。

周年通して出回っていますが、１、
２度霜にあたった小松菜は甘く、
栄養価も高くなります。

さくら４月号SAKURA  April13 12



自己改革の取り組み
JA福島さくら第75回

震災から13 年

SAKURA

Fukush ima Engei Giga Danch i

　

志
賀
組
合
長
を
は
じ
め
と
す
る

J
A
役
員
ら
で
構
成
す
る
い
わ
き
長

ね
ぎ
選
果
調
製
施
設
建
設
委
員
会
は

３
月
15
日
、
い
わ
き
市
で
行
わ
れ
て
い

る
同
施
設
の
造
成
工
事
の
現
場
を
視
察

し
、
同
委
員
、
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
、
関
係

機
関
か
ら
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

造
成
工
事
は
３
月
末
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。

　

い
わ
き
統
括
セ
ン
タ
ー
の
酒
井
和
哉

営
農
課
長
と
、
造
成
工
事
を
行
っ
て
い

る
㈱
福
田
組
の
福
田
耕
司
代
表
取
締

役
が
、
施
設
概
要
と
現
在
の
工
事
の

進
捗
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
現
場
を
視
察
し
、
完
成
後
の
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
し
ま
し
た
。
志
賀
組
合
長

は
「
造
成
工
事
完
成
に
向
け
て
、
委
員

の
皆
様
に
進
捗
状
況
を
見
て
ご
確
認

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
い
わ
き
地
区
で
は
、
長
ね
ぎ

の
生
産
面
積
・
生
産
量
を
確
保
し
、
出

荷
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
ふ
く
し
ま

園
芸
ギ
ガ
団
地
構
想
を
掲
げ
て
お
り
、

生
産
者
の
負
担
軽
減
、
選
果
・
選
別

作
業
の
省
力
化
、
市
場
へ
の
安
定
し
た

供
給
を
図
る
た
め
、
同
施
設
を
設
置

し
ま
す
。
同
施
設
は
鉄
骨
造
平
屋
建
て
、

敷
地
面
積
2
，9
5
0
．51
㎡
、
建
築
面

積
8
3
2
．69
㎡
で
、
稼
働
時
期
は
11

月
〜
翌
年
５
月
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

造成工事現場

vol.

30

　大熊町で東日本大震災及び東京電力福島第一原発事故発生前に特産品だったキウイの再生に向けた挑戦がはじま
りました。同町に移住した大学生２人が立ち上げた株式会社 ReFruits（リフルーツ）では、ほ場の整備が完了し、キ
ウイ苗の定植作業が行われています。同社の代表である原口拓也さん（24）は大阪府出身。神奈川県出身で大学３年
生の阿部翔太郎さん（22）と共に、同町下野上の約 2.5 ヘクタールのほ場を整備しました。

　原口さんと阿部さんは 2022 年に町民の有志で行っていた「おおくまキウイ再生クラ
ブ」に参加し、同町でキウイを栽培し、現在は避難先である千葉県で栽培を続けるフ
ルーツガーデン関本のキウイを食べて感動し、同町での就農を志しました。フルーツ
ガーデン関本の関本元樹さん（24）から手ほどきを受け、３月中旬ごろまでに約 600
本の苗を定植予定で、順調にいけば３年後の2026 年秋ごろに初収穫を迎えます。
　原口さんは「10 年以上放棄されていた農地での栽培は課題が多いが、一緒に頑張
ろうと助けてくれる人が周りにたくさんいてくれるのが大熊の魅力」と話し、「キウイの
再生を成功させて、住民の方々に以前のフルーツにあふれていた大熊を思い出してほ
しい」と意気込みました。

移住大学生が大熊町でキウイ再生に挑戦　株式会社 R
リ フ ル ー ツ

eFruits

現地視察する参加者

説明を聞く志賀組合長（左）

長
ね
ぎ
選
果
調
製
施
設
の
造
成
工
事
現
場
を
確
認

地域農業の振興へ
担い手支援担当者進発式

当ＪＡは３月28日、郡山市の本店と各統括センターをテレビ会議

でつなぎ、2024年度ＪＡ福島さくら担い手支援担当者進発式を開き、

担い手担当者22名に辞令を交付しました。

当ＪＡ管内の農業は、農業従事者の高齢化や後継者不足が進み、農家の減少が問題視されています。担い

手支援担当者は、農家の個別課題の解決や事業の提案を通じて農家との信頼関係を構築し、ＪＡ事業拡大

に結びつけることを目的に活動しています。2023年度は、担い手支援担当者の目標訪問件数3,780件に対し、

131％の4,956件の訪問活動を実施しました。今年度も計画的に活動し、担い手の所得向上や地域農業の維持

発展に向けた活動に取り組んでいきます。

式では、志賀組合長から担い手支援担当者を代表し、三穂田営農経済センターの山田智範職員に辞令を手

渡しました。山田職員が「担い手支援担当者として、新規就農者への支援の強化と各関係機関と連携した訪問

活動を通して絆づくりに努めていく」と決意表明しました。

より良いＪＡづくりへ  若手・中堅職員が提案
第４期リレーションプロジェクト発足

当ＪＡは３月27日、新事業への取り組みや業務改善に向けた策定、次期中期経営戦略への提案を目的に「JA

福島さくらリレーションプロジェクト」を発足しました。様々な視点で意見交換できるよう、各部署より若手・

中堅職員18名をメンバーとして選出しました。

このプロジェクトは2021年度より開始し、今年度で第４期目となります。ＪＡを取り巻くさまざまな課題に

ついて検討し、組合員・利用者とのつながりを深め魅力あるＪＡづくりを進めていきます。

同日、郡山市の本店で委嘱状交付式を行い、当ＪＡ役員および選任されたメンバー24名が出席しました。メンバー

の安齋順子職員は「ＪＡ福島さくらがより良い組織となるよう、現場の声を提案していきたい」と話しました。

志賀組合長は「これまでいただいた提言は、当Ｊ

Ａの事業計画などの柱として活用されており、メン

バーの提言が事業に生かされたことによって職員の

意識が変化しているように思う。今後も皆様の活躍

を期待している」と話しました。

今後同プロジェクトではCS・ES向上や新規事業

について協議を重ね、提案につなげていきます。

�
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　当JA青年連盟は３月22日、第９回通常総会
を福島市の摺上亭大鳥で開き、盟友32名が出
席しました。議案は2023年度の事業報告並び
に収支決算書の承認、2024年度の事業計画並
びに収支予算の設定、新役員の承認が提出さ
れ、全会一致で承認されました。

新役員は次の通りです。（敬称略）

● 委員長　　小山幸栄（郡山）
● 副委員長　助川成光（いわき）
　　　　　　 猪狩信康（ふたば）
● 幹事長　　佐藤正典（たむら）

pickup!

ＪＡ福島さくら女性部協議会は、加藤満喜子会長を中心に郡山・たむら・いわき・ふ
たば地区の女性部員2,182名で活動しています。
今年度は、女性部リーダー研修やＪＡ常勤役員との懇談会、健康寿命100歳弁当コンテス

トの他、花育活動を実施します。また、ＮＨＫラジオ第１で放送されている「ふくどん！」（福島
県域で毎週木曜日放送）中のコーナー「絶品市場」への出演を予定しています。当ＪＡ女性部協議

会は、今後も「食と農」の大切さを広く伝え、健康管理、教育文化活動など幅広い交流活動を展開しながら、地域社会
から期待される組織活動に取り組んでいきます。どなたでも参加できますので、皆さんも一緒に活動しませんか？

組 織 紹介

青年連盟活動
せい  ねん  れん  めい  かつ  どう

ＪA福島さくら青年連盟では、農業の担い手として
地域農業の振興を図ると共に、地域社会において
農業を通じた環境・文化・教育の活動を行っています。Vol.23

JA福島さくら青年連盟  第９回通常総会開催

ＪＡ福島さくら女性部協議会
女性部の女性部の

輪

広げよう
！

わ

Vol. 24JA福島

さくら

笑顔の
さくら

Sakura
with a smile.

さくらっこ
元気な

行
ゆき

本
もと

 英
ひで

幸
ゆき

さん

行
ゆき

本
もと

 貞
みさお

さん

父

母

喜久田支店管内

✿ 長所  
まじめなところ、やさしいところ

✿ 今ハマっていること
ドラえもん

✿ ご両親からひと言
魚の勉強をして、魚屋さんになって
ください。

行
ゆき

本
もと

 大
たい

晟
せい

くん
（８歳）

将来の夢は
魚屋さんに

なることです

　今回ご紹介するのは、たむ
ら地区船引支店管内の佐藤與
一郎さん・敏子さんご夫婦です。
　與一郎さんは農家の長男と
して育ち、以前は兼業農家で

製造会社に勤務していました。現在は、お二人
で切り花、ネギ、干し芋などを栽培・製造し、
出荷しています。お二人の趣味は旅行で、最近
は四国と北海道を旅しました。また、敏子さん
はオカリナの演奏を始めたそうです。
　今年結婚56年目を迎えるお二人の夫婦円満
の秘訣は、お互いに干渉しないで自由に楽しむ
ことだと教えてくれました。

佐
さ

藤
とう

 與
よ

一
いち

郎
ろう

 さん

敏
とし

子
こ

 さんご夫婦

円
満
の
秘
訣
は

円
満
の
秘
訣
は

自
由
に
楽
し
く

自
由
に
楽
し
く

生
き
る
こ
と

生
き
る
こ
と

ご夫婦
い き い き

�

船引
支店管内
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何度でも食べたい

T h r� s t a r  re c i pe

農家のお母さん直伝

❶  フライパンにこ
め油を中火で
熱し、カット野
菜を入れてさっ
と炒めたら別
皿に移す。

❷  豚肉を食べや
すい大きさに切り、塩・黒コショウを振って片栗粉をまぶす。

❸  ①のフライパンにこめ油を足して強火で熱し、豚肉を広
げて入れ、両面を焼く。焼き色がついたら余分な油をふ
き取り、交ぜ合わせたAを加えてからめる。

❹  ①の野菜を戻し入れ、サッと火を入れて完成。皿に敷い
たレタスに盛り付け、ミニトマトを添えて出来上がり。

●  市販のカット野菜
　 （ もやし・ニンジン・玉ねぎ・

キャベツ・小松菜など、
数種類入りのもの）

　   ２袋
●  豚コマ切れ肉   400ℊ
●  片栗粉   大さじ2
●  こめ油（サラダ油） 大さじ1
●  塩・黒コショウ 各適量

材料 ４人分

vol.158 小松菜のガーリック炒め
❶  カニカマを好みの太さに割く。
❷  ニンニクをみじん切りにする。ベーコンはカ

ニカマと同じくらいの大きさに切る。
❸ 小松菜を３㎝の長さに切り、茎と葉に分ける。
❹  卵とマヨネーズを混ぜておく。
❺  フライパンにオリーブオイルを熱し、②のニ

ンニクとベーコンを炒め、③の小松菜の茎も加えてさらに炒める。
❻  炒めた⑤をフライパンの片側に寄せ、空いたところに④を流し、③の小松菜の葉と

①のカニカマを加えて加熱する。
❼ 全体を炒め、塩コショウで味付けをして出来上がり。

● 小松菜   300g
● ベーコン   ５枚
● カニカマ   ５本
● 卵   ２個
● マヨネーズ   大さじ２
● ニンニク   一片
● オリーブオイル   適量
● 塩コショウ   少々

材料 ４人分

小松菜は新タマネギを代用してもおいしくできます。
ベーコンを炒めるタイミングで砂糖を加えると、辛味を抑えられますよ。

ワン
ポイント

★★★

小松菜のガーリック炒めは、ニンニクの風味が効いていていくらでも
食べられます。大豆の七味漬けはこめ油で揚げた大豆が香ばしく、
食欲をそそる仕上がり。どちらもおすすめのレシピなので、ご家庭
でもぜひ作ってみてください。

レシピ考案 いわき地区女性部 渡辺支部　遠藤 ヨシ子さん

vol.159 大豆の七
なな

味
み

漬
づ

け ● 大豆   １カップ（150ｇ）
● こめ油   適量
● スルメ   1/2枚
● だし昆布   10㎝
● ニンジン   １本（中）
● 大根   １本（中）
● ゆずの皮   少々

材料

ゆずの皮をトッピングすると彩りもよくなり、
爽やかな香りでさっぱりと食べられますよ。

ワン
ポイント

★★★

考 案 者 か ら ひ と こ と

◎ 醤油   2カップ
◎ めんつゆ   1カップ
◎ 三温糖   40g
◎ 酢   100ml
◎ みりん   50ml

漬けたれの材料

❶  大豆を一晩水につけておく。
❷  漬けたれの材料を混ぜる。
❸  ①の大豆をこめ油できつね色になるまで

揚げたら、②のたれに漬ける。
❹  スルメと昆布を細かく刻む。大根、ニン

ジンはいちょう切りにし、全てたれに漬ける。
❹  ３～４日くらい漬けたら完成。大豆を器に

盛りつけ、千切りしたゆずの皮を乗せて出来上がり。

vol.156 かんたん酢豚

vol.157 からめて簡単！  きのこシュウマイ
❶  シュウマイの皮を半分に切り、２mm幅に切る。
❷  えのきを細かく刻み、Aの材料を全てボウ

ルに入れて混ぜる。
❸  豚ひき肉を②のボウルに加えてよく練る。
❹  ③を20個ほどに丸めた肉ダネに、①のシュウマイの皮をからめる。
❺��④を10分ぐらい蒸し、千切りキャベツとミニトマトとともに盛り付けて完成。

●  豚ひき肉   250g
●  シュウマイの皮   1袋
●  キャベツ    適量（３枚程度）

●  ミニトマト   ８個
◎  えのき   1袋
◎ しょうが汁（チューブも可） 小さじ１
◎ 塩   適量
◎ きび糖   小さじ１
◎ 醤油・ごま油   各小さじ２

材料 ４人分

醤油などお好きな調味料で食べてみてください。
ポン酢で食べても美味しいですよ。

ワン
ポイント

★★★

A

普通に作ると時間のかかってしまう料理を、おいしくお手軽に作れ
るレシピです。野菜やきのこをたっぷり使っているので栄養満点。
ご家庭でもぜひお試しください。

レシピ考案 郡山地区女性部　日和田支部

考 案 者 か ら ひ と こ と

（左から）浅野 雅子さん、増子 八重子さん、渡辺 喜恵子さん

●  ミニトマト   ６個
●  レタス 適量（５枚程）

◎  トマトケチャップ・酢・
水    各大さじ２

◎  醤油・砂糖・片栗粉
　    各大さじ１

A
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オス
スメ農産物

月の ✿

JA福島さくら管内

代々受け継がれている草餅。春〜夏にかけてやまごぼうとヨモギを収穫し、干す
ところから冬に餅を作って混ぜるところまで約１年かけて、愛情を込めて作ってい
ます。食べた方から「美味しかったよ」と言われるのがとても励みになっています。

自家栽培しているやまごぼう（オヤマボクチ）とヨモギを混
ぜて作る草餅は、添加物が一切入っていない自然食品で、
食物繊維もたくさん入っているので健康にとても良いです。
ラップを敷いたお皿に草餅をのせて電子レンジで温めたり、
油を引いたフライパンにのせ、ふたを閉めて１分程度焼くと
すぐ食べることができます。エゴマをまぶしたり、砂糖醤油
で食べるととても美味しいので、ぜひ食べてみてください。

草餅   草
くさ

野
の

 繁
しげ

子
こ

さん

いわき地 区のオススメ農 産 物 & 生 産者

こだわり
ポイント

vol.

35
4

福島県いわき市好間町中好間字下川原39所在地

9:30〜17:00営業時間

毎月第３水曜日、年末年始（12/31〜1/4）定休日

☎️ 0246-38-8238お問合せ

新鮮やさい館
好間店

地元産の旬な農産物をご準備して、皆様のお越し
をお待ちしております。生産者の方が丹精込めて
育てた安全安心な農産物を多数取り揃えており、
季節に応じたイベントやフェアを準備しております。

【 責任者】鈴 木 幸廣

採れたての新鮮な地元野菜や手作りの加工品などを取
りそろえたＪＡ福島さくらの農産物直売所。
季節ごとに様々ないわきの旬の商品が並びます。

お買い求めください!

Googleマップ

新鮮やさい館好間店

赤井駅

夏井川
399

49

いわき市立
好間中

いわき市立
好間第二小

磐越東線

福島県立
磐城高JA福島さくら

好間支店

好間郵便局

おすすめ
ポイント

さくら４月号SAKURA  April21 20



皮膜殻流出の

をお願いします

皮膜殻流出の

をお願いします

水稲用一発肥料には、プラスチックが使われています!!

被覆肥料はプラスチック等で肥料をコーティングして
いるため、肥効の調節が可能です。施肥回数減による
軽労化、施肥量の削減、養分の流出防止などの利点
がありますが、一方で肥料成分が溶出した後の被膜殻
が河川や海へ流出することが問題になっています。

環境を
守っていく
ために

被覆肥料の
プラスチック殻は
水田から流出させない
ようにしましょう！

被覆肥料の殻

代かきによって巻き上げられた殻が
移植前の落水時に流れ出てしまいます

移植
時期

❶ 環境にも配慮するため、
光や微生物の働きにより
土壌中に崩壊・分解しや
すくなるように各メーカー
工夫をしていますが、分
解するまでかなりの時間
がかかります。

❷ より速やかに分解させる
技術の確立を目指し、
メーカーと協力して研究
開発に取り組んでいます。

製造メーカー・
全農による
共同研究・開発

生産者のみなさまへ 被覆肥料殻の水田外への流出防止にご協力を！

のポイント
殻を流さないための対策

● 均平化　　入水前に田面はできるだけ均平に。
● 畦畔管理　畔が崩れていないか確認し排水溝には止水板を設置します。
● 入水量　　大部分の地表が見えるぐらい浅めの入水にしましょう。
● 自然落水　移植前の落水は行わず自然落水により水位を調整しましょう。

「持続可能な世
界」の実現に向
けた取り組みに
参加しています。

浅水代かき

浅水での代かき 被覆殻が流出しない

自然に落水

田植え

落水せず、
当日～数日
のうちに
移植をしま
しょう！

JA 福島さくら ✿ ドローン日記

昨年11月、旧支店と同じ敷地内に新
装開店した西田支店。
敷地面積1829.74㎡、延べ床面積
241.8㎡で、店内は木目調の床で温
かみのある内装となっています。
広 と々した駐車場にはJA-SSが隣接
しています。

上空から見る
西田支店

ドローン日記は、JA福島さ
くらの公式YouTube「さく
らちゃんネル」でも配信中！

撮影地

郡山市
西田支店
上空

　JA福島さくら

ドローン日記
西田支店

JA-SS
梅加工施設

さくら４月号SAKURA  April23 22



アーマ・テラス 今月のおすすめメニュー

アーマ・テラス あぐりあ店
郡山市安積町成田一丁目20-1（あぐりあ内）
☎024-973-8528　営業時間/10:00~19:00

新
タ
マ
ネ
ギ
を
丸
ご
と
使
用
し
た

底をくり抜いた新タマネギを塩で味付け、白ワインをかけて

じっくり２時間蒸し焼きにしました。あぐりあのお総菜コーナー

で販売中。温めてそのまま食べるのはもちろん、チーズをかけ

たりカレーやグラタン、スープにアレンジしてもおいしいですよ♪

丸ごと玉葱の
２時間ロースト

¥345
（税込）

４月のおすすめ シ
ン
プ
ル
か
つ
上
品
な
味
わ
い
の

贅
沢
な
一
品
で
す
♪

和牛和牛セリ市場

成績 3
月

じっくり

監修 / モナ・カサンドラ

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

5/21～6/215/21～6/21
ふたご座

6/22～7/226/22～7/22
かに座

3/21～4/193/21～4/19
おひつじ座

4/20～5/204/20～5/20
おうし座

9/23～10/239/23～10/23
てんびん座

10/24～11/2210/24～11/22
さそり座

7/23～8/227/23～8/22
しし座

8/23～9/228/23～9/22
おとめ座

1/20～2/181/20～2/18
みずがめ座

2/19～3/202/19～3/20
うお座

11/23～12/2111/23～12/21
いて座

12/22～1/1912/22～1/19
やぎ座

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

あれもこれもと気が
せきがち。行動力に恵まれてい
ますが、全部行うのは大変。ク
オリティーを保てる範囲に絞って

筋力アップのチャン
ス! 頭痛、歯痛は早めに対処を

シイタケ

非常に勢いがありま
す。無理が通るときなので、よ
く考えて行動を。周りへの配慮
が幸運を招きます。外食が吉

音楽鑑賞でリラック
ス。ハーブティーもお薦め

新ゴボウ

観劇やコンサートを
楽しめます。友人と出かければ
会話も盛り上がり、仲も深まりそ
う。仕事は下旬から効率アップ

友人と一緒に話題の
健康法を試してみて

カブ

ちょっとした発見がう
れしい月。趣味や友人との時間
を増やして。豊かな時間を過ご
せます。技能習得の勉強が吉

頑張り過ぎはけがの
もと。休憩を入れてリフレッシュ

キクラゲ

やりがいは感じられ
るもののとても忙しそう。スケ
ジュールを調整し仕事と遊びの
バランスを取ると実り多い月に

スポーツを楽しんで。
ハードなトレーニングもOK

サンショウ

視野が開け、困り事
は解決へと向かいます。人の意
見を取り入れて。違う発想で動
けば良い展開が待っているはず

睡眠はしっかり取っ
て。ホルモンバランスに留意を

クレソン

周囲からの視線が気
になりそう。八方丸くは収まらな
いので妥協点を見いだして。1
人で背負い込み過ぎないように

適度な運動とバラン
スの良い食事が味方

ゼンマイ

注目されて大変そう
ですがメリットもあります。やり
たいことをアピールして。力を
貸してくれる人が現れるはず

発酵食品を取るよう
心がけて。デトックスも◎

ナガイモ

整理整頓を心がけて。
掃除に力を入れると人間関係も
整ってきます。去る者は追わな
いことも大切。連絡はまめに

ランニングなど有酸
素運動で心肺機能を高めて

ニンニク

難しい問題はあるも
のの一つ一つ解決していくこと
で達成感を得られます。追い風
が吹くときなので諦めないで

バランス運動を取り
入れて。転倒やけがを予防

ニラ

運気は次第に勢いを
取り戻します。状況が変わって
くるのを待つのも良い方法。頭
の中を整理してみましょう

散歩やハイキング、景
色を楽しみながら体を動かして

コゴミ

高め安定運へと移行
します。やるべきことがはっきりし
てきて動きやすくなります。目標
を決め優先順位を付けて

食事はよくかんで。肥
満や虫歯予防の効果も

ルッコラ

Horoscope

5月の
12星座占い

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？  
正解者の中から抽選で10名様に、記念品をプレゼント！

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

先月号の答え

正解者の皆様、おめでとうございます！

〒963-8502 （個別番号のため住所不要）
JA福島さくら 企画部企画課
「クロスワードパズル」 係
※ご記入いただいた個人情報は、記念品の発送にのみ使用
いたします。なお、当選者の発表は記念品の発送をもっ
て代えさせていただきますので、ご了承ください。

応募締切

5/10金
（消印有効）

郵便ハガキに❶クイズの答え  ❷住所 
❸氏名  ❹年齢  ❺電話番号  ❻広報
誌へのご意見やご感想を書いてご応
募ください。 正解者の中から抽選で
10名様に記念品をプレゼント!
皆さまのご応募をお待ちしております。

出題者／ニコリ

1 冬はウインター、春は…
2 天ぷらやフライに付けられてい
ます

3 煮物を作るときにすくうことも
あります

4 水中をふわふわと漂う生き物
6 平面は2次元、立体は…

ヨコのカギ
8 桃太郎がきび団子を着けてい
た場所

10 入学式で胸に着けるお母さんも
12 メジロやヒヨドリが吸うもの
14 関東 　　 、 　　 裁判所
16 漢字で書くと土筆。春の山菜です
18 オンの反対語

① ゴルフプレーヤーがカードに記
録します

③ 眠いときに出ます
⑤ アマではありません
⑥ お花見といえばこの花
⑦ テレビやエアコンの操作に使い
ます

⑨ お酒は飲めません
⑪ みそ汁の具にしてもおいしい二枚貝

タテのカギ
⑬ ストレスがたまるとこぼしたく
なることも

⑮ ダブルプレーともいいます
⑰ 湯が冷めないよう 　　 ポット
に入れた

⑲ 当たりかな、外れかな
⑳ 山梨県の県庁所在地である市
㉑ 馬に乗る人のこと

12345
678910
1112131415
1617181920
2122232425 

①②③④⑤
⑥⑦⑧⑨⑩
⑪⑫⑬⑭⑮
⑯⑰⑱⑲⑳
㉑㉒㉓㉔㉕
 　　 

A B C D Eウ シ オ ジ ル

性別 頭数 平均価格 最高価格 最低価格 体重 kg 単価 平均日齢 前月価格 前月比

雌 113 472,708 792,000 232,100 294 1,607 289 492,227 △ 19,519

去勢 126 626,240 953,700 239,800 319 1,960 287 611,153 15,087

計 239 553,650 953,700 239,800 308 1,800 288 560,185 △ 6,535

JA福島さくら実績（令和6年3月5日～6日開催）� 単位：円（税込）

福島県家畜市場� 単位：円（税込）

性別 頭数 平均価格 最高価格 最低価格 体重 kg 単価 平均日齢 前月価格 前月比

雌 318 481,914 886,600 101,200 295 1,632 287 486,059 △ 4,145

去勢 402 622,693 1,104,400 231,000 320 1,949 284 625,568 △ 2,875

計 720 560,516 1,104,400 101,200 309 1,815 285 565,025 △ 4,509

㈱ JA和牛ファーム福島さくら実績� 単位：円（税込）

性別 頭数 平均価格 最高価格 最低価格 体重 kg 単価 平均日齢 前月価格 前月比

雌 ー ー ー ー ー ー ー 550,000 △ 550,000

去勢 2 671,550 706,200 636,900 334 2,011 280 708,950 △ 37,400

計 2 671,550 706,200 636,900 334 2,011 280 629,475 42,075

さくら４月号SAKURA  April25 24



※応募された作品は返却できませんので、予めご了承願います。 

読
者
の
こ
え

故郷の良さを伝える絵葉書や川柳、写真を募集しています。
広報誌「さくら」へのご意見や、身近にあった話題など、
ご自由にお送りください。掲載された方には記念品を贈呈
いたします。   ※お便りの掲載者とクイズの当選者は異なります。

広報誌「さくら」では、皆様からの
作品やお便りを募集しています！

E-mail kikaku@jaｰfsakura.or.jp

宛  先 〒963-8502（ 個別番号のため住所不要 ）
JA福島さくら  企画部企画課 「読者のこえ」 係

専門家が皆様のご相談をお受けいたします！（秘密厳守） 

編
集
後
記

インフォ
メーション
Information

相続・資産運用相談会のご案内

※相談は、完全予約制となります。 各JA支店でご予約下さい。

5月15日水

☎024-921-0535福島さくら農業協同組合
金融部 資産管理課お問合せ

13:30~15:00時 間

開催日
2024

JA福島さくら本店
３F第４会議室
（郡山市朝日二丁目14-7）

会 場

　
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
た
む
ら
地
区
女
性
部
か
わ
ら

版
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
各
地
区
の
女
性
部
の

皆
さ
ん
が
活
発
に
活
動
さ
れ
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い

ま
す
。写
真
の
中
に
は
知
人
が
何
人
か
お
り
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
い
る
姿
に
「
力
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。�

�

（
三
春
町　
Ｓ
さ
ん
）

編
集
担
当
よ
り

各
地
区
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
と
て

も
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
て
、
元
気
を
も
ら
う
と

同
時
に
、
自
分
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
！
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
が
い
る
と
さ

ら
に
元
気
を
も
ら
え
ま
す
よ
ね
。
女
性
部
の
皆
様

の
パ
ワ
ー
を
こ
れ
か
ら
も
広
報
誌
を
通
じ
て
読
者

の
皆
様
へ
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
年
々
野
菜
作
り
が
た
の
し
く
な
っ
て
き
て
、兄
弟
、

妹
、
娘
家
族
が
、
米
や
農
作
物
を
た
の
し
み
に
し

て
と
っ
て
も
お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
仕

事
が
た
の
し
み
で
す
。
今
年
も
米
作
り
頑
張
る
ぞ

～
～
！�

（
小
野
町　
Ｙ
さ
ん
）

編
集
担
当
よ
り

愛
情
込
め
て
作
っ
た
も
の
を
美
味

し
い
と
食
べ
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と

で
す
よ
ね
♪ 

そ
し
て
、
も
ら
う
側
も
美
味
し
い
お

米
や
野
菜
を
も
ら
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に

な
る
は
ず
で
す
。
今
年
も
Ｙ
さ
ん
の
お
米
や
野
菜

が
た
く
さ
ん
実
る
こ
と
を
私
も
願
っ
て
お
り
ま
す
！

　

フ
ル
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
ア
ボ
カ
ド
を
見
て
、

森
の
バ
タ
ー
と
い
う
栄
養
素
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
名
前
や
形
は
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
が
な
か
な
か
食
べ
よ
う
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

く
わ
し
い
説
明
で
理
解
で
き
ま
し
た
の
で
食
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
い
わ
き
市　
Ｓ
さ
ん
）

編
集
担
当
よ
り

ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
て
も
、
食
べ

方
な
ど
が
分
か
ら
な
い
と
な
か
な
か
手
に
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
す
よ
ね
。
広
報
誌
が
ア
ボ
カ
ド

を
食
べ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
野
菜
や
果
物

の
紹
介
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　
『
冬
花
衣
』
の
記
事
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
大

好
き
な
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栄
養
価
と
と
び
き
り
の
ケ
ー

ル
を
組
み
合
わ
せ
る
と
ど
ん
な
味
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
我
が
家
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
食
べ
て
い
る
孫
た

ち
に
味
見
さ
せ
た
い
な
。�

（
い
わ
き
市　
Ｔ
さ
ん
）

編
集
担
当
よ
り

ケ
ー
ル
は
栄
養
価
が
高
い
野
菜
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
苦
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
も
あ
り
、
食
べ
る
の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
ね
。「
冬
花
衣
」
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
甘
み
が

強
く
、
ケ
ー
ル
特
有
の
苦
み
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
美
味
し
く
栄
養
価
を
摂
る
こ

と
が
で
き
る
な
ん
て
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。
ぜ
ひ
食

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　
春
の
訪
れ
を
何
で
感
じ
ま
す
か
？
昔
は
土
手
や
道

端
に
つ
く
し
が
あ
っ
て
取
っ
て
食
べ
た
り
し
た
の
で

す
が
、
最
近
は
道
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私
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か
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る
と
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だ
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た
ま
に
帰
り
道
に
大
き
く
深
呼
吸
を
し
て
、
春
は

ま
だ
か
な
と
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
♪

第14回 理事会報告

広報誌「さくら」４月号のデザ
インをリニューアルしました。
広報を担当して２年目、今後も
皆様に楽しんで読んでもらえる
広報誌を作っていきたいと思い

ます。また、広報誌を通して福島さくらの魅力
や各種活動など様々な情報を届けてまいります。

決 議 事 項

議 案 第１号
議 案 第２号
議 案 第３号
議 案 第４号
議 案 第５号
議 案第６号
議 案 第７号
議 案 第８号

令和6年度 内部監査計画について
令和6年度コンプライアンス・プログラムについて
特別管理債権の償却について
役員賠償責任保険契約の決定について
出資金の減口について
令和5年度 年度末賞与支給について
子会社の役員派遣について
令和6年度 自己改革工程表 (KPI) について

報告事 項

令和6年度監事監査計画について
令和5年度 決算監事監査の実施について
内部監査( 食の安全・安心確保業務)の結果について
JA 福島さくら再発防止策取り組みの進捗について
農畜産物等損害賠償請求・支払状況について
令和6年度 定期人事異動内示について
職員募集要項について

「さくらウェイ」の設定について
令和5年度決算見込みについて

農産物の自主回収に係る経過報告について
令和５年度担い手支援活動報告について
令和６年度第１四半期余裕金運用方針および運用計画額につ
いて
JA 住宅ローンの特別金利設定について
JA 小口ローンの特別金利設定について
1月末事業実績について
組合員の加入および脱退状況について

令和６年２月28日

編集担当K

今年は３月でも降雪があり、春を
楽しみにしている私は天候に踊ら
されています。そんな中でも田村
市の当ＪＡ農産物直売所ふぁせる
たむらでは、季節限定のさくらジェ

ラートを販売しており、一足早く春気分を味わえま
す！  皆さんぜひ食べてみてください♪

編集担当W

概 要
組合員数 事業実績

（2024年２月末 現在）

准

正 貯金 651,015 百万円
貸出金 183,638 百万円
販売取扱高 13,992 百万円
購買取扱高 7,855 百万円

38,339 人
33,269 人

出資金

8,831 百万円

JA福島さくらの
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（ 7 ）
（ 8 ）
（ 9 ）

（10）
（11）
（12）

（13）
（14）
（15）
（16）

令和5年度 減損会計グルーピングについて
郡山地区第１号通所事業運営規程の一部変更について
借入金の最高限度について
令和6年度余裕金運用方針および運用計画額について
貸付業務規程の一部変更ならびに個別要領の廃止に
ついて
理事に対する貯金・共済担保貸付について

議 案 第９号
議 案 第10号
議 案 第11号
議 案 第12号
議 案 第13号

議 案 第14号

各議案とも原案通り可決決定致しました。
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（いわき市　久野敏子さんの作品）
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写
真

中田町赤沼中井田の桜（郡山市大和田貞美さんの作品）
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お問合せは各営農経済センター、店舗へお願いいたします

JAからのお知らせ
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福島さくら農業協同組合  編集事務局（企画部企画課）
〒963-8502 福島県郡山市朝日二丁目14-7　☎ 024-922-3733

公式HP LINE YouTube facebook Instagram

JA福島さくらの
最新情報サイト

JA 福島さくらは様 な々形で
情報を発信しています！


